
第51期  中間株主通信
2022年4月1日 ▶2022年9月30日証券コード2924

売単価が低下したこと等により、同0.6％減の8,409百万円とな
りました。セグメント利益につきましては、前述のとおり販売数量
が増加したこと、また鶏卵相場が低下したことに伴い仕入単価が低
下したこと等により、同2.9％増の631百万円となりました。

　調味料関連事業の売上高につきましては、卵白プロテインの販売
好調に伴い、原料を加工している日本化工食品の販売も増加したこ
と等により、前年同期比0.5％増の590百万円となりました。セ
グメント利益につきましては、採用関連費用等の販売費及び一般管
理費の増加により同19.8％減の27百万円となりました。

　その他のセグメントである太陽光発電事業の売上高は前年同期比
1.9％増の15百万円となりました。セグメント利益につきまして
は、設備の修理費用の増加等により同11.7％減の９百万円となり
ました。

　株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

2022年12月

株主の皆様へ

代表取締役社長　 藤井 宗徳
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液卵関連事業（第２四半期累計）

第２四半期累計期間連結決算

中間配当について
　当社グループは、株主の皆様に対する適切な利益還元を重要な経
営課題としております。またシェア及び収益の向上を図るための生
産設備、研究開発等への投資が必要と考えております。2023年3
月期の中間配当につきましては、創立50周年の記念配当2円を含
む1株当たり14円とさせていただきました。期末配当金は18円を
予定しております。

　 2021年3月期
第2四半期

2022年3月期
第2四半期

2023年3月期
第2四半期

1株当たり連結純利益（円） 44.04 65.22 57.88

1 株 当 た り 配 当 金（円） 10 12 ※ 14

※創立50周年の記念配当2円を含む

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げ
ます。おかげ様で当社は本年10月に創立50周年を迎えました。こ
れもひとえに皆様の力強いご支援とご協力の賜物と、心より感謝申
し上げます。株主の皆様には本中間配当において、50周年記念配
当を実施することとさせていただきました。

　当第２四半期連結累計期間の食品業界におきましては、世界的な
インフレの影響等により原材料価格が上昇し、値上げが相次ぎまし
た。また、鶏卵業界では、飼料価格が高騰し鶏卵の需給動向や鶏卵
相場への影響が懸念されております。
　このような状況の中、当社グループの連結売上高は、前年同期比
1.0％減の8,928百万円となりました。一方、損益につきましては、
連結営業利益は同1.5％増の668百万円、連結経常利益は同2.5％
増の689百万円となり、いずれも第２四半期連結累計期間におい
て過去最高となりました。なお、親会社株主に帰属する四半期純利
益につきましては、前年同期に繰延税金資産72百万円を追加計上
しましたが、当第２四半期連結累計期間においては追加計上がな
かったことにより同10.9％減の475百万円となりました。

　液卵関連事業におきましては、売上の指標である販売数量は、前
年同期比3.6％増となり、第２四半期連結累計期間における過去最
高の販売数量となりました。これは主に、既存取引先への販売が順
調に推移したこと等によるものであります。売上高につきましては、
販売数量は増加したものの、鶏卵相場（全農東京Ｍサイズ基準値）
が前年同期比10.9％（26円/kg）低下したことに伴い連動する販



下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（QUOカードPay500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」 MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　2924

※本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。https://www.link-cc.co.jp
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこ
れ以外の目的に使用することはありません。

発行可能株式総数 16,792,000株
発行済株式の総数 8,345,370株 （自己株式101,306株を除く）
株主数 5,444名

所有者別分布状況

千株 %
■   個人・ 

その他 5,177 62.04

■ 金融機関 1,055 12.65
■   その他 

国内法人 1,841 22.07

■   外国法人・ 
外国個人 46 0.56

■ 証券会社 123 1.48
■   自己名義 

株式 101 1.21

※千株未満は切り捨てて表示しています。

所有者別
株式分布状況

株式の状況（2022年9月30日現在）

商 号 イフジ産業株式会社
（英文商号：Ifuji Sangyo Co., Ltd.）

設立年月日 1972年10月3日
資 本 金 4億5,585万円
本社所在地 〒811-2318

福岡県糟屋郡粕屋町戸原東二丁目1番29号
TEL　092-938-4561（代表）

従 業 員 数 117名（臨時従業員の期中平均雇用人数　305名）
※ 臨時従業員には、定年後再雇用者、パートタイム従業員及びアル

バイトを含み、派遣社員を除いています。
事 業 部 関東事業部 茨城県水戸市酒門町4476番17

 TEL　029-248-2311
名古屋事業部 愛知県安城市二本木新町一丁目8番7号
 TEL　0566-72-1611
関西事業部 京都府綴喜郡井手町大字井手小字合藪3-1
 TEL　0774-99-4801
福岡事業部 福岡県糟屋郡粕屋町戸原東二丁目1番29号
 TEL　092-938-4561

上場取引所 東京証券取引所　スタンダード市場
福岡証券取引所　本則市場

グループ会社 日本化工食品株式会社
ホームページ イフジ産業 https://www.ifuji.co.jp/

REVOPROR https://revopro.jp/

会社概要（2022年9月30日現在）

▪株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
基 準 日

定時株主総会
期 末 配 当
中 間 配 当

毎年3月31日
毎年3月31日
毎年9月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
（電話照会先）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120−782−031（フリーダイヤル）
取扱事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び
全国各支店で行っています。

公 告 掲 載 方 法 電子公告により当社ホームページ（https://www.
ifuji.co.jp/）に掲載いたします。ただし、やむを得
ない事由が生じた時は、日本経済新聞に掲載いたし
ます。

▪お知らせ
住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特
別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

　当社のREVOPRORが初めて冠スポンサーを務めた日本最大のフィットネス大会「REVOPRO PRESENTS TOKYO PRO」が、
2022年8月に行われました。前売りチケットは発売日に数分で完売。多くの来場者がつめかけ、大盛況に終わりました。
　展示ブースではREVOPRORの機能性と美味しさを多くの方に広めることができ、認知を拡大させることができました。

REVOPRO

TOPICS

▲卵白を原料としたプロテインREVOPROR▲社長自らREVOPRORの魅力を伝える▲当社がサポートする金子選手が優勝


